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太陽光パネルガラスの適正処理・リサイクル

背 景

成 果

期待される効果

（協力機関：北海道環境⽣活部・経済部、北海道循環資源利⽤促進協議会）

公募型研究

処理システム構築と技術開発の両面からの対応で、太陽光パネルガラスの埋立処理量削減、
用途開発に貢献する。

太陽光パネルは、今後、大量廃棄が予想され、特にガラス部分の処理
と活用が課題である。

十勝川河口

２ ガラス部分のリサイクルに向けた評価

パネル由来異物が、ガラス溶融時に外観等に与える
影響を評価

微量の異物混⼊で
も外観等に影響

異物の分離が必要

１ 適正処理に向けた基盤情報の整理

パネル設置状況を市町村別に把握

銅線

シリコン

異物添加濃度(mass％)
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太陽光パネルの累積設置量

19

問い合わせ：エネルギー・環境・地質研究所 電話：011-747-3525 

パネル由来
の異物

太陽光パネル

課題地域の可視化
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累積設置量カラーバー（千トン）
20 30 40 5010

各振興局の累積設置量と
処理拠点までの輸送距離


